
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚陽 小･中･保 地域協育ネット情報 

平成 31 年 1 月 1 日号（第 49 号）  厚陽学校支援地域教育協議会 

 厚陽地区の皆さん、明けましておめでとうございます。平成最後のお正月です。 

おせちにお年玉、初詣や初売りなど、子どもたちも楽しみにしていたことでしょう。 

家族とゆっくり過ごすという意味でも、一日一日を大切に過ごしたいですね。 

また、世間的にお休みとは言え、元日から仕事だったという方も多いと思います。

お正月を支える皆さんにも、心身ともに休まる日があって欲しいなと願っています。 
 

さて、地域が学校を支援する“学校支援地域本部事業”について、この春を目処に、

両者が一緒に子どもや地域を考えていく“地域学校協働活動”に変わる予定です。 

学校のご協力により、すでに厚陽っ子たちは地域で活躍していますが、 

この協議会の支援活動や、厚陽小中学校のコミュニティ・スクールの 

取り組みを基に“「支援」から「協働」に変わる”とだけ覚えてください。 

<裏面へ続きます> 

★ 厚陽中学校（2年） “立志のつどい” ロングウォーク！★ 

 今年も厚陽小中学校グラウンドをスタートし、古開作干拓

コースを走ります。（護岸工事のため、一部コース変更有） 

タイムを狙うもよし、親子で気持ちよく走りきるもよし。 

厚陽にお住まいの方も多数参加されていると聞いています。 

皆さんベストなコンディションで大会に臨みましょう！ 
  
平成３１年１月２７日（日）小雨決行（厚陽小中グラウンド） 

(受付) 8:15～8:45  (開会式) 9:00  (スタート) 9:30 より順次 

※大会日は交通規制が入りますので、ご理解ご協力をお願いします。 

★ 第14回 山陽小野田市民マラソン大会 ～厚陽古開作干拓コース～ ★ 

（開催日） 

平成 3１年 1 月２６日（土） 

※雨天時：学校で立志式のみの予定 

 生徒自身が自らの言葉で綴った“志”、東行庵で誓いを

立てる様子を今でもよく覚えています。あれから一年、

今年も“志”を立てる時期がやってきました。 

 埴生駅をスタートし、東行庵、ゴールの厚陽小中学校

まで約 18ｋｍのロングウォークです。道中の東行庵が

“立志式”の会場です。どなたでも見学ができますので、 

保護者や地域の皆さん、ぜひ足をお運びください。 

なお、ロングウォークについては交通量の多い箇所を 

横断するため、安全管理のお手伝いを募集しています。 

活動は 26 日（土）午前中、ご協力をお願いいたします！ 

（詳細は学校から届き次第、公民館内に掲示します。） 



 厚陽中学校の読書会を覗きに、学校に行ってきました。 

今年の題材は、オー・ヘンリーの「賢者の贈り物」です。 

「最後の一葉」で有名なオー・ヘンリーですが、こちらも

“贈り物の行き違い”を描くクリスマスらしい内容です。 
 
吹奏楽部のミニ演奏会、司書の井上先生の読み聞かせで

読書会はスタート。地域の方を交えて感想を言い合った

り、本のキャッチコピーを考えて読書ボードを作成した

りと、和やかな雰囲気かつ内容も盛りだくさんでした！ 

世代によって、着眼点もさまざまで面白かったですね。 

生徒たちの進行も、大人顔負けで素晴らしかったです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【厚陽学校支援地域教育協議会事務局（厚陽公民館）】℡74-8400 FAX:75-0628 

学校支援をはじめ、各種活動にご協力いただける方を募集しています。 

できる時にできる範囲で構いません。お気軽に事務局までご相談ください♪ 

 グラウンドやコートの砂を転圧する整地ローラー、 

運動部だった方は懐かしいかもしれません。 

 旧中学校にあったものは老朽化して使えなかった

のですが、この度、ソフトテニス部のために持ち手を

修理しました。引き受けてくださった会長さんを前

に、部員の皆さんからお礼の言葉をいただきました。 
 
これからも、一生懸命練習に打ち込んでください♪ 

（ローラーは必ず安全な状態で使ってくださいね。） 

★ テニスコートの整備 ができるようになりました！ ★ 

（Ｈ30.12 旧中学校テニスコートにて） 

 学校・家庭・地域の連携が取り上げられて随分と経ちますが、他市では、今でもその必要性を問う

声を少なからず耳にします。校区の環境によっても異なりますが、厚陽校区ではどうでしょうか？  

もし、連携が全くなかったとしたら･･･学校活動をはじめとして、日々の登下校の見守りや環境整備、

地域の清掃活動や数々の地縁行事はどう変わるのでしょうか。いずれも子どもたちにとって大切な

学びの場であることは言うまでもありません。また、地域の中でお互いに支えあう恩恵は、気づかぬ

うちに享受していることも多いものです。さまざまな立場の方を交え、話し合う場所が大切ですね。 

★ ～大切なものは何ですか～ 厚陽中学校 クリスマス読書会 ★ 

★ あそびの城「厚陽」 ～お正月飾りを作りました～ ★ 

 公民館の主催講座ですが、たくさんの厚陽っ子たちが

参加してくれました。学校の先生が、児童への声かけや

チラシ配布・掲示にご協力してくださったおかげです。 

久しぶりのあそびの城でしたが、20 名を超える子ども

たちの元気な声で、無事に終えることができました。 

竹を使った本格的なお正月飾り、とても好評だったと

聞いています。皆さん、ご参加ありがとうございました。 
同じ材料でも、子どもによって 

さまざまな飾りができました！ 


